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－１－ 



１．適用範囲 

    本仕様書は「フリーフロアーＫシステム」の工事に適用する。 

２．製品概要 

    ２－１  工法概要 

      「フリーフロアーＫ」は樹脂製の支持ナットのついた床パネル 

    からなり、その支持ナットに床高に応じた樹脂製支持ボルト（Ｋボルト） 

    をつけて敷き込んで行き、床パネルの上からレベル調整し、専用のコンク 

    リート釘で床スラブに固定して仕上る工法です。 

 

    ２－２  特長 

     「フリーフロアーＫ」の床パネルは JAS合板Ⅰ類を使用しており、湿気 

     等にも高い耐久性をもっている。 

       

       

    ２－３  参考納まり図 
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３．材   料 

     ３－１ 材質 

部  材  名 材    質 備      考 

Ｋパネル 

(床パネル) 

台板 

JAS 合板Ⅰ類１２㎜ 

Ｆ☆☆☆☆ 
・ﾊﾟﾈﾙｻｲｽﾞ 10 種類 

枠板 

ナット 特殊樹脂 
・ナットサイズ 3 種類 

(15 ㎜・35 ㎜・80 ㎜） 

ボルト 

Ｋボルト 

ボルト 特殊樹脂 
・ゴム座厚み５㎜ 

・Ｋナット対応 ゴム座 SBR 製 硬度９０ 

Ｔボルト 
ボルト 特殊樹脂 ・ゴム座厚み５㎜ 

・Ｔナット対応 ゴム座 SBR 製 硬度９０ 

ストッパー 特殊樹脂 

・Ｔナット使用時は 

必ずストッパーを 

締める。 

専用コンクリート釘 

φ４×５０㎜ 

φ４．５×６０㎜ 

特殊樹脂製ﾊﾟｯｷﾝ付 

特殊鋼 

 

・Ｋボルトにはφ４ 

・Ｔボルトにはφ4.5 
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  ３－２ 専用工具 

工  具  名 用           途 

Ｋ用ドライバー 

Ｔ用ドライバー 
床パネルのレベル調整に使用。 

ストッパー締め Ｔナット使用時のストッパー締め付けに使用。 

専用ポンチ(大) 

専用コンクリート釘、打ち込みに使用。 

Ｔ403 ㎜ﾎﾞﾙﾄ以上 

専用ポンチ(中) 
Ｔ202～336 ㎜ 

ボルト用 

専用ポンチ(小) Ｋボルト用 

専用エアーガン 
100V5～7kg/cm2 空気吐出量 80l/min ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰに接続し 

専用コンクリート釘を打ち込む。 

  

   ３－３ 捨張合板仕様 

仕  上  材 
捨張合板厚み 

種   類 厚み 巾 

複合フローリング ― ― 不要 

無垢フローリング ― ― 不要 

直張りフローリング ― ― １２㎜ 

ビニル床シート 

クッションフロア 

ビニル床タイル 

タイルカーペット 

カーペット 

― ― １２㎜ 

畳 ― ― 不要 

床暖房パネル ― ― 不要 

※上記以外の仕上材を使用する場合は、捨張の厚みについて別途ご相談ください。 

※ビニル床シート、クッションフロア、ビニル床タイル仕上げの場合、１２㎜ 

 捨張合板の目地が表面に浮き出る恐れがあります。１２㎜捨張合板の上に 

 ５．５㎜合板を重ね張りすることで目地の浮き出しを軽減することが出来 

ます。 

※施設用途以外に使用する場合は、捨張の厚みについて別途ご相談ください。 
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   ３－４ 床高さ調整範囲                    （スラブよりＫパネル天端まで） 

Ｋパネル Ｋナット ボルト 高さ調整範囲（㎜） 

台板１２㎜ 

枠板１２㎜ 

Ｋ１５㎜ 
Ｋﾎﾞﾙﾄ４０㎜ ４４㎜～７０㎜ 

Ｋﾎﾞﾙﾄ６５㎜ ６５㎜～９５㎜ 

Ｋ３５㎜ 

Ｋﾎﾞﾙﾄ６５㎜ ６５㎜～１１５㎜ 

Ｋﾎﾞﾙﾄ８５㎜ ８５㎜～１３５㎜ 

Ｋﾎﾞﾙﾄ１０５㎜ １０５㎜～１５５㎜ 

Ｋﾎﾞﾙﾄ１２５㎜ １２５㎜～１７５㎜ 

Ｋﾎﾞﾙﾄ１４５㎜ １４５㎜～１９５㎜ 

Ｋﾎﾞﾙﾄ１６５㎜ １６５㎜～２１５㎜ 

Ｔ８０㎜ 

Ｔﾎﾞﾙﾄ２０２㎜ ２０２㎜～２８６㎜ 

Ｔﾎﾞﾙﾄ２６９㎜ ２６９㎜～３５３㎜ 

Ｔﾎﾞﾙﾄ３３６㎜ ３３６㎜～４２０㎜ 

Ｔﾎﾞﾙﾄ４０３㎜ ４０３㎜～４８７㎜ 

Ｔﾎﾞﾙﾄ４７０㎜ ４７０㎜～５５４㎜ 

Ｔﾎﾞﾙﾄ５３７㎜ ５３７㎜～６２１㎜ 
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４．現場施工フローチャート 

 

    打ち合わせ 

 

 

    施  工  図 

 

                               施工図チェック 

 

    現場打ち合わせ 

 

                             （搬入・工程・工期等） 

                                        床不陸状態ﾁｪｯｸ 

    前工事チェック                       

 

 

    搬          入 

 

                                （床清掃確認） 

    パネル施工  

 

 

    薄物仕上げの場合捨張合板施工  床鳴りチェック 

                                       レベル・床の踏み鳴りチェック 

 

   自  主  検  査 

    （検査表別紙） 

 

                                   次工程業者確認 

                                      （手直し） 

 

   引  き  渡  し 

 

 

   施  工  報  告 
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５．施工手順 

 

① コンクリート床面の清掃確認 

    ・コンクリート床面を清掃し、極端な凹凸のある場合は修正を依頼する。 

 

② きわ根太の確認 

    ・必要箇所にきわ根太が取り付いており、高さも適当かチェックする。 

      この時、きわ根太と配管の高さについてもチェックする。 

    ・ガタつきがないかチェックする。特に束が浮いていないかを確認する。 

       

③ 第一列目の K パネルの施工 

・支持脚ボルトの取り付け 

      K パネルの施工は割付け図に従い横一列づつ行います。 

      専用ドライバーにて、先ず一列目に設置する K パネルに支持ボルトを 

      目測で床高に合わせて取り付けて下さい。T ボルト使用の場合はストッ 

   パ－も取り付けます。 

    ・K パネルの切断が必要な場合は、壁との隙間・パネル同士の隙間 

   は２㎜程度を考慮しながら現場寸法に合わせて切断します。尚、立ち上 

   がり配管がありパネルを切り欠く場合は配管との隙間は５～１０㎜とし 

   ます。 

    ・K パネルの設置 

      割付け図に従い左側から横一列に配置し、きわ根太部とパネル、パネル 

      同士を固定します。（パネル同士の固定は全ねじビス３８㎜又は木工 

ボンド併用で３８㎜スクリューネイルにて２２５㎜ピッチ以内で固定 

します。パネルときわ根太の固定は全ねじビス３８㎜にてピッチ３００ 

㎜以内、又は、木工ボンド併用にてスクリューネイル２２５㎜ピッチ 

以内にて固定。）。 

    ・レベル調整 

      一列毎に水糸を張り、専用ドライバーにてレベルを調整して下さい。 

      T ボルト使用の時は、必ずレベル調整後ストッパー締めにてストッパー 

      を締め付けます。 

    ・専用コンクリート釘打ち込み 

      専用コンクリート釘を支持脚ボルトの中へ落とし込み、エアーガン、又 

      は専用ポンチを用いて確実に打ち込みます。 

      コンクリート釘打ち込みは必ず一列毎に行い打ち込んだ後、固定状況を 

      必ず確認します。      －７－ 



④ 二列目からの K パネルの施工 

・一列目と同様に一列毎同様な手順で施工します。 

 

⑤ 最終列の K パネルの施工 

・最終列は K-3、K-4 を用いて納めます。 

  この時パネルの幅は２００㎜以上となるようにします。 

   

⑥ 床下地完了 

    ・最後に全体のレベルを確認します。 

      部屋全体を歩いてみて、固定忘れ、床鳴り、床の沈み込み・浮き上がり 

      段差などがないかチェックします。 

 

⑦ 仕上げ材施工 

・フローリング施工の際は、K パネルと目地が合わないよう、パネルの長 

 手方向と直交するよう施工します。 

・薄物仕上げ等捨張合板が必要な場合 

      K パネルと捨張合板の目地が合わないように割付けます。この時 K 

   パネルと捨張合板のかかり寸法は１５０㎜以上とします。 

      ５．５㎜捨張合板の固定はマックス社製のステープル７２５MA 相当品 

      て固定します。(６列×９列＝５４本以上／３×６尺合板１枚)。 
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６．施工検査表 

  検  査  内  容   検   査   結   果 
レベルが出ているかを確認す

る。 

 

（3/1000 ㎜以内） 

 

 

 

 

壁廻り、柱廻りとの取り合い

を確認する。 

 

 

 

 

立ち上がり配管が、接触して

いないかを確認する。 

 

 

 

 

ボルトの調整忘れがないかを 

確認する。 

 

 

 

 

きわ根太やフリーフロアーの

接合部への固定が正しく施工

されているかを確認する。 

 

 

 

 

フリーフロアーの上を歩き 

床鳴りがないかを確認する。 
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